
 
 

 

冠水による大豆葉身への泥の付着がその後の生育に及ぼす影響
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はじめに

年７月 ～ 日にかけて秋田県は豪雨に見

舞われ、雄物川水系を中心に 億円（ 年 月

日現在）を超える農林水産被害が発生した。大豆

では浸冠水等による被害面積が と作付面

積の に達した。大豆における冠水の影響につい

ては、冠水時間や生育ステージの違いに関する報

告はあるが 、冠水による泥の付着がその後の生

育に及ぼす影響については知見が少ない。このた

め、７月 ～ 日の豪雨による堤防からの越水で

冠水被害を受けた大豆ほ場において、冠水による

葉身への泥の付着がその後の生育に及ぼす影響に

ついて検討した。

試験方法

試験場所・土壌条件

秋田県大仙市協和小種地区の１ ほ場（ ×

、前作：水稲）、灰色低地土。

冠水時間や大豆への泥の付着状況等

調査ほ場は、７月 日午前 時 分頃から浸

水が始まり、７月 日まで 時間以上冠水した。

７月 日午前 時の時点で畦間等に停滞水はみ

られなかった。大豆葉身への泥の付着は、葉身の

緑色が僅かに見える程度であり（図１）、泥の付

着による葉巻や展開葉の枯死はみられなかった。

耕種概要

供試品種は「リュウホウ」であり、 年６月

日に畦幅 ㎝×株間 ㎝×２粒播で播種し

た（播種量： ）。基肥は無肥料。本暗渠

（６本）に加え、排水対策として額縁明渠および

年 月７日に有材補助暗渠施工装置「カッ

トソイラ」を５ ピッチで短辺施工した。

 試験区の構成  
次の①～③の３区を設け、各区 ×１条の５

反復とした（図２）。①全区：全ての本葉（子葉、

初生葉は除く）に付着した泥を洗い流した。②半

区：本葉の半分（上位節側の本葉（２節分程度））

に付着した泥を洗い流した。③無区：無処理。

全区、半区の葉身に付着した泥は、７月 日に

水を含ませたスポンジで擦り、洗い流した。また、

７月 日における調査ほ場の大豆の状況は、本葉

葉、１茎当たり平均 ～ 本の葉柄が折れ

ている状態であった。

調査項目

生育調査は、草丈、分枝数、主茎節数を測定し

た。７月 日、８月３日、８月 日は各区連続

株を調査し、８月 日は各区 から大豆を

全て採取 個体程度 し、中庸な 個体を調査

した。草丈は７月 日～８月 日は地際から測

定し、８月 日は子葉節から測定した。

乾物重および窒素濃度は、８月 日に生育調査

をした個体について測定した。乾物重は ℃で

時間乾燥し、窒素濃度はケルダール法により求め

た。

試験結果及び考察

冠水後約１か月間の草丈、分枝数、主茎節数は、

いずれの区も同様に推移し、葉身への泥付着の影

響はみられなかった（図３）。また、各処理区の

開花期は８月９日～８月 日であり、同等であ

った。なお、調査ほ場は、冠水被害の影響で栽培

継続を断念したため、調査は８月 日で終了し

た。

８月 日（冠水約１か月後）の乾物重は、い

ずれの区も同等であり、葉身への泥付着の影響は

みられなかった（図４）。８月 日の窒素濃度

は、茎（葉柄を含む）と莢では処理区間で差は無

かった（データ省略）。葉身の窒素濃度は、７月

日の葉数が 葉であったため、本葉５葉以

上の葉位を冠水後に展開したと考え、本葉５葉以

上と４葉以下を分けて分析した。その結果、４葉

以下の窒素濃度に差は無かったが、５葉以上では

全区が無区に比べ高かった。半区はバラツキが大

きく、無区と有意差はみられなかった（図５）。

窒素濃度に差が現れた要因の一つとして、泥の付

着により下位葉の光合成能が低下し、窒素濃度に

影響した可能性が考えられた。

まとめ

今回の調査は、冠水終了２～３日後の大豆の葉

数が本葉 葉、泥の付着程度は葉身の緑色が僅

かに見える程度、泥付着による葉巻や展開葉の枯

死は無く、泥付着以外の冠水による直接被害が小

さいほ場での調査であった。この様な条件で大豆

葉身に付着した泥を洗い流し、泥の付着が生育に

与える影響を調査した結果、泥付着の有無による

冠水後１か月の地上部生育に大きな違いはみられ
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なかった。

冠水約１か月後の窒素濃度は、冠水後に展開し

た本葉５葉以上の葉位では全区が無区に比べ高

かったが、調査が８月 日で終了したため、葉

身の窒素濃度の違いがその後の生育や収量等に

与える影響については検討できず、今後の課題と

なった。
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図 冠水ほ場における大豆生育の推移（左：草丈、中：主茎節数、右：分枝数）

注 ）図中のバーは標準偏差を示す

図 ８月 日（冠水約１か月後）の乾物重の比較

注 ）図中のバーは乾物重の合計値に対する標準偏差を示す

図 ８月 日（冠水約１か月後）の葉身窒素濃度

（左：本葉４葉以下、右：本葉５葉以上）

注 ）図中のバーは標準偏差を示す

注 ）＊は無区に比べ 水準で有意差有り（ 検定）

図 調査ほ場における大豆葉身への泥の付着状況（７月 日） 図 調査区の設置状況（７月 日）
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